
ひと・そしき・ちいき 

～３つの笑顔を生み出す研修ガイド～ 

 

社会福祉法人静岡県社会福祉協議会 

静岡県社会福祉人材センター 

未来ある福祉のために・・・ 

向上を目指すあなたへ Step  by  Step 
  

平成24年度版 



　福祉に携る1人1人の能力を高めるためには、様〄な方法があります。その１つが研修です。研修には、
最も取り組みやすいとされる「ＯＪＴ」をはじめ、いくつか種類があります。

　どの研修にも共通して言えることは、「研修」という名のエッセンスを本人に加えることにより、その人の魅
力を5倍にも、10倍にも引き出す可能性を秘めています。研修効果を最大限に発揮するためには、1人1人
の現有能力を正確に把握し、適切な研修を実施（受講）し、しっかりと組織に還元することが大切です。

　このガイドブックは、県社協が実施する研修が、皆さま方において有効な研修となるように作成したもので
すので、御活用ください。

研修を受講する前に、まず組織内や個人で現状について、振り返りをしてみましょう。

やりた
いこと 

できる
こと 

求められて
いること 

３つが
重なる 

研修は、その人の魅力を何倍にも引き出すスパイスです！！ 

現在の状態 理想の状態 

研修を受講したり、自己

研鑚することで、３つの

円が重なった時、職務

において、自分の能力

が最大限発揮されます。 

 『用語解説』 

■ＯＪＴ（オン･ザ･ジョブトレーニング）・・・職場内で上司（先輩）が、職務を通じて、部下（後輩）を指導・育成する研修。 

■ＯＦＦ-ＪＴ（オフ・ザ・ジョブトレーニング）・・・一定期間日常業務を離れて行う研修。（県社協の研修はここに該当します。） 

■ＳＤＳ（セルフ・ディベロップメントシステム）・・・職員の自主的な自己啓発活動を職場として認知し、経済的・時間                       

                              的な援助や施設の提供を行う。 

ＯＪＴ・ＯＦＦ－ＪＴ・ＳＤＳで３重

中心部分が将来的に重なって

いくように研修を受講します。 

課題の明確化。組織

や個人の未来予測 
研修効果の浸透。職場

全体の質の底上げ 

 
利用者満足度の向上 

組織全体の質向上。職

員は専門職として成長 

  研修受講サイクル 

ここを

大きくし

ていく 

次第に 将来的に 

研修効果で、３つの円が

尐しずつ重なっていきます。 
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研修で学ぶ分野は４つの分野に分かれています

研修を受講すると・・・

県社協では、ＯＦＦ－ＪＴの場として、様〄な研修メニューを用意しております。ここでは、県社協
が主催する研修について、説明します。

研修の対象者は大きく３つに分かれています

研修体系における４つの階層と到達目標

　「新任クラス」、「中堅クラス」、「指導的クラス」、「施設長クラス」、と受講者の階層を４つに区分し、それぞれに到達目
標を設定しています。階層別の到達目標に合わせて、研修を設定していますので、各階層に設定された目標到達を目
指して、研修を受講します。４つの階層は、特に経験年数で区分はしておりませんので、各組織で判断をしてください。
到達目標の詳細は、７ページ以降の研修体系を御覧ください。

• 社会福祉施設・介護保険事業所等に勤務する者         
（施設や事業所の介護職員、生活相談員、看護師、事務職、役職員等） 

【対象１】 

• 社会福祉協議会職員等                    
(県内市町社会福祉協議会役職員）                                   
※介護保険事業に従事する職員は「対象１」の研修も受講対象となります。 

【対象２】 

• 福祉に関心のある県民、民生委員・児童委員、専門職等         
（上記の他に、これから福祉の仕事に就こうとする方） 

【対象３】 

組織・個人の能力 

階 
 

層 

県社協の研修は、「学びの場」「憩いの場」「出会いの場」！！ 

•組織の一員として仕事をする上で必要な力（組織性、チームワーク、 
リーダーシップ、人材育成）と、組織を適切に管理・運営し、かつ
組織全体の質を高めるために必要な力（経営、人事、財務）を身に
つける 

【Ａ】組織力を高める 

•利用者本位のより良いサービスを提供できる福祉の専門職となるた
めに、確かな知識を身につけるとともに、個々の能力を高め、組織
に貢献できる専門職となるために必要な知識と技術を身につける 

【Ｂ】専門技術力を身に付ける 

•身につけた確かな知識と技術を基に、良質なサービスを常に提供で
きるように、心身両面を自ら研き、かつ安定した心身のバランスを
保ち、人として成長していくために必要な力を身につける 

【Ｃ】人間力を高める 

•地域福祉を推進していく人や、地域のリーダーとして期待される人
材に求められる知識や技術を身につける 

【Ｄ】地域福祉を支える  
力を身に付ける 

あつまれ！福祉の担い手！！ 

いまからスタート！キャリアアップ！！ 

研修で、脳にシゲキ、ココロにサプリ、  

カラダにパワー！！ 

（経
験
年
数
） 

体系を参考に、

段階を追って

研修を受講し

ていき、左記

の能力獲得を

目指します。 
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ここでは、次頁以降の研修体系の見方をチャート式で説明します。研修受講者はどこに所属して、階層は
どこなのか、何を学びたいのかを確認して該当する研修を確認します。研修体系は、研修申込に使用する
だけでなく、組織として1人1人の職員のキャリア形成を考える際にも使用できます。それでは、ステップ１か
ら順番に進めてみましょう。

おねがい 

 

・各研修の案内方法や、申込方法は担当課により異なりますので、必ず開催要項で確認をしてください。 

 

・開催日時、場所、持物、受講料の有無を確認してください。 

 

Check! 

社会福祉施設・ 

介護保険事業所職員 

 

１０ページ 

県民・民生委員 

専門職等 

 

７～９ページ 

市町社会福祉 

協議会職員 

 
１１ページ 

受講希望の研修を確認 

研修内容の詳細を確認 

 

研修番号により詳細（日程・内容定員等）

を １４ページ以降の研修計画で確認 

研修対象者を確認 

あなたの所属は？ 

【Ｄ地域福祉を支える

力を身に付ける】 

   １１ページ 

チャートで判明！組織に必要な研修、あなたに必要な研修！ 

 【A組織力】 

 【B専門技術力】 

 【C人間力】 

 
 
１０ページ 

 

学びたい分野を確認 

 【A組織力】 

 【B専門技術力】 

 【C人間力】 

 

 

７～９ページ 

 

学びたい分野を確認 

【新任クラス】 【中堅クラス】 

【指導的クラス】【施設長クラス】 

受講者階層と到達目標を確認 

【新任クラス】 【中堅クラス】 

【指導的クラス】【施設長クラス】 

受講者階層と到達目標を確認 

ステップ２で選択した分野の

中から受講希望の研修を確認 

ステップ２で選択した分野の

中から受講希望の研修を確認 

重要！ 

共通Check! 
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受講モデルその１
　特養○○園に介護職として就職3年目の、賢秀まなぶ君の場合
　 ・新卒で就職し、２ヵ月後に「新任職員研修Ⅰ」を受講。また、介護技術の基本を習得するため「介護技術基礎講座」を受講。

・2年目になり、「新任職員研修Ⅱ」を受講。対人援助技術を高めるため、「傾聴講座」を受講。
　感染症についての専門知識を学ぶため、「感染症講座初級編」を受講。
・3年目には、認知症について専門知識を深めるため、「認知症の人のためのケアマネジメント講座」を受講。

まなぶ君 　職場内で、事故防止対策委員となったため、「リスクマネジメント講座」を受講。

受講モデルその２
○○市社会福祉協議会に入職５年目の、賢秀望美さんの場合

・３年目までに「市町社協新任職員研修」を受講。
・４年目には、「ボランティアコーディネーター養成研修」と、「市町社協庶務・会計実務担当者研修（基礎編）」を受講。
・５年目の今年は、「社協（ＣＷ）職員研修」と、「日常生活自立支援セミナー」を受講。
　今年から生活福祉資金業務も担当することになったため、「生活福祉資金新任担当者研修」を受講。

望美さん ・施設職員との交流も持つため、「傾聴講座」を受講。

　前頁で組織内で働く職員や、個人に必要な研修にたどり着きましたか？

ここでは、経験年数（階層）に合わせて必要な研修を考える目安として、施設で介護職として働くパターン
と、市町社協で事務職として働くパターンを例とした研修受講モデルをお示しします。

経験年数（階層）と研修体系を照らし合わせることで、今後の研修受講モデルが見えてきます。

１年目 

２年目 

３年目 

事例で確認、キャリア上昇志向の研修受講モデル！！ 

新任職員 

研修Ⅰ 

介護技術 

基礎講座 
リスクマネジ 中堅職員 

研修Ⅰ 
傾聴講座 新任職員 

研修Ⅱ 

認知症の人のための 

ケアマネジメント講座 
感染症講座初級編 

～３年目 

４年目 

５年目 

市町社協新任 

職員研修 
ボランティアコーディ

ネーター養成研修 

市町社協庶務・会計実務

担当者研修（基礎編） 

社協（ＣＷ）職員

研修 

日常生活自立支援

セミナー 

生活福祉資金 

新任担当者研修 

傾聴講座 
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掲載場所は下記のとおりです。ホームページでは現在募集中の研修や今後の予定を随時掲載
しておりますので、組織や個人で研修計画を立てる際に御活用下さい。また、現在募集中の研
修は「開催要項」や「受講申込書」が参照・印刷できます。

研修体系活用のメリット

「受講者階層」と「研修で学ぶ分野」をみることで職員１人１人にどの研修が必要なのかが
分かります。ＯＦＦ－ＪＴとして、この体系にある研修を有効に活用することで、中長期的視
野に立った人材育成計画を立てられます。

【研修情報の検索方法】 
 

① 静岡県社協ＨＰのトップページ画面左下の 

      「福祉の研修や講座を受けたいとき」をクリック 

② 「研修情報」をクリック 

③ 研修情報の上段「平成24年度研修計画」の 

     「研修スマイルブック」や「研修の募集情報」の 

     研修名など参照したい箇所をクリック 

県社協ホームページに研修情報を掲載しています！！ 

ホームページ掲載場所   http://www.shizuoka-wel.jp/index.html 

① 

② 

③ 
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階層 新任クラス 中堅クラス 指導的クラス 施設長クラス

・福祉（職場）の理念を知る
・自律的に業務を遂行できる知
識や理論を習得する

・主導的に業務を遂行できる知
識や理論の習得

・組織の円滑な運営と、安定し
た経営管理能力の獲得

・定型業務を確実に遂行できる
基礎知識の習得

・新人職員指導の基礎習得と、
先輩職員をサポートする

・職員指導の中心的存在とな
り、後輩職員のモデルとなる

・外部とのネットワーク構築と、
地域社会への貢献

・組織、チームでの取り組みの
重要性を理解する

・業務の改善や工夫に積極的
に取り組む

・緊急対応、危機管理の基本を
身につける

・人材育成システムの構築と、
改善

・積極的な自己啓発 ・積極的な自己啓発と自己研鑚
・チームリーダーとしての知識、技
術の習得と、積極的な自己研鑚

・経営の透明性確保と、情報開
示・提供の実施

平成２４年度　静岡県社会福祉協議会研修体系

【対象】　社会福祉施設・介護保険事業所等に勤務する者

A
　
組
織
力
を
高
め
る

1,2 新任職員研修Ⅰ・Ⅱ 
3,4,5 中堅職員研修                

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 6,7  指導的職員研修Ⅰ・Ⅱ 
 8,9    施設長等管理運営

職員研修Ⅰ・Ⅱ 

到
達
目
標

 
分

 

野

 

10 介護・看護リーダーのための指導力養成講座（中級編）【新規】 

14 新人職員指導術講座【新規】 

17  社会福祉法人経営セミナー 

18 社会福祉法人監事監査研修

16  社会福祉法人経営戦略セミナー 

21  人事・労務管理研修会 

20   新設法人・施設等運営管理研修

19 社会福祉施設運営管理研修

22  福祉・介護人材確保実践セミナー 

24  社会福祉法人簿記入門講座 

25  社会福祉法人・施設事務職員経理基礎講座 

23  社会福祉法人新会計基準経理説明会 

26 社会福祉法人・施設事務職員経理応用講座  

27 社会福祉法人財務管理（経営分析）講座 

 
 

財
 
 
務
 
・
 
経
 
 
理

 

福    祉    職    員    生    涯    研    修  

 

 

 

組
織
力
強
化
 

 
 
 
 

運
 
営
 
・
 
労
 
務
 
・
 
人
 

30 社会福祉法人決算実務講座（新会計基準） 

28  社会福祉法人税務実務講座（消費税等） 

29  社会福祉法人決算実務講座（現会計基準） 

13 施設職員のための多職種連携講座 

11 相談員のための支援力アップ講座【新規】 

15 効果の上がるOJT実践講座【新規】 

12 中堅職員のための組織性向上講座 
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階層 新任クラス 中堅クラス 指導的クラス 施設長クラス

・福祉（職場）の理念を知る
・自律的に業務を遂行できる知
識や理論を習得する

・主導的に業務を遂行できる知
識や理論の習得

・組織の円滑な運営と、安定し
た経営管理能力の獲得

・定型業務を確実に遂行できる
基礎知識の習得

・新人職員指導の基礎習得と、
先輩職員をサポートする

・職員指導の中心的存在とな
り、後輩職員のモデルとなる

・外部とのネットワーク構築と、
地域社会への貢献

・組織、チームでの取り組みの
重要性を理解する

・業務の改善や工夫に積極的
に取り組む

・緊急対応、危機管理の基本を
身につける

・人材育成システムの構築と、
改善

・積極的な自己啓発 ・積極的な自己啓発と自己研鑚
・チームリーダーとしての知識、技
術の習得と、積極的な自己研鑚

・経営の透明性確保と、情報開
示・提供の実施

B
　
専
門
技
術
力
を
身
に
付
け
る

【対象】　社会福祉施設・介護保険事業所等に勤務する者　その２

到
達
目
標

 分

 

野

 

32  リハビリテーション講座 

31  介護技術基礎講座 

35  口腔ケア講座 

36 フットケア講座 

33,34 感染症講座（初級編）（中級編） 

37 介護職のための薬の知識講座 

39 ターミナルケア入門講座【新規】 

38  急変を見逃さないための救急講座 

41  認知症高齢者支援講座 

42 認知症介護予防講座 

43 認知症の人のためのケアマネジメント講座 

44 対人援助としての 回想法実践講座 

45  認知症介護実践者研修 

46  認知症介護実践リーダー研修 

47  認知症対応型サービス事業管理者研修 

49 認知症対応型サー

ビス事業開設者研修 

48 小規模多機能型サービス

等計画作成担当者研修 

52  リスクマネジメント講座①・② 

53 高齢者の転倒予防講座 

54 身体拘束廃止実践講座 

55 福祉サービス苦情解決研修会 

50.51  介護記録の書き方講座(入所編）（通所・訪問編） 

基
礎
的
介
護
技
術
 

利
用
者
の
日
常
生
活
支
援
と
医
学
的
健
康
管
理
 

 
 
 
 
 
 
 

認
 
知
 
症
 
ケ
 
ア

 

 

リ
 
ス
 
ク
 
防
 
止

 

40 社会福祉ミニセミナー 
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　　　　　　　　　　　　　　　【対象】　社会福祉施設・介護保険事業所等に勤務する者　その３

階層 新任クラス 中堅クラス 指導的クラス 施設長クラス

・福祉（職場）の理念を知る
・自律的に業務を遂行できる知
識や理論を習得する

・主導的に業務を遂行できる知
識や理論の習得

・組織の円滑な運営と、安定し
た経営管理能力の獲得

・定型業務を確実に遂行できる
基礎知識の習得

・新人職員指導の基礎習得と、
先輩職員をサポートする

・職員指導の中心的存在とな
り、後輩職員のモデルとなる

・外部とのネットワーク構築と、
地域社会への貢献

・組織、チームでの取り組みの
重要性を理解する

・業務の改善や工夫に積極的
に取り組む

・緊急対応、危機管理の基本を
身につける

・人材育成システムの構築と、
改善

・積極的な自己啓発 ・積極的な自己啓発と自己研鑚
・チームリーダーとしての知識、技
術の習得と、積極的な自己研鑚

・経営の透明性確保と、情報開
示・提供の実施

 
B
 

専
門
技
術
力
を
身
に
付
け
る

C
 

人
間
力
を
高
め
る

到
達
目
標

 分

 

野

 

74 ,75 権利擁護・成年後見セミナー（基礎編・応用編） 

73 コンプライアンス講座 

 76 傾聴講座 

81  介護職のための腰痛予防・改善＆リラクセーション実技講座 

82  ストレスマネジメント講座 

 77、78 コミュニケーション技法講座【基礎編・応用編】 

79 接遇・マナー講座（基礎編） 

60  看護師研修 

59  栄養士・調理員研修（保育所編） 

58 栄養士・ 調理員研修（高齢者編） 

61 ホームヘルパー全体研修 

67 ホームヘルパー連絡協議会研修会 

64ホームヘルパー管理者研修会） 

65 66 ホームヘルパーサービス提供責任者研修①・② 

62,63ホームヘルパー  一般研修①・② 

71  主任保育士研修会（県保育士会と共催） 72 保育所施設長研修      

（県保育所連合会と共催） 

68, 69,70 心身障がい児療育指導者講習①・②・③（県肢体不自由児協会） 

 
 
 
 
 
 
 
 

職
 
 
種
 
 
別

 

 

 

倫
 
理

 
 
 

対
人
関
係

 

 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

 

56・57  広報担当者研修会（基礎編】（応用編【新規】） 

80 接遇・マナー講座（指導者養成編）【新規】 
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階層 新任クラス 中堅クラス 管理職クラス 理事・評議員クラス

・組織存在意義の理解
・住民ニーズの把握とそれに基
づく事業実施の手法を習得する

・住民から支持される組織改革
技術の習得

・住民から支持される組織改革
技術の習得

・業務を確実に進行できる基礎
知識の修得

・自律的に業務を遂行できる知
識や理論を習得する

・人材育成ノウハウの習得
・組織の円滑な運営と、安定し
た経営管理能力の獲得

・組織、チームでの取り組みの
重要性を理解する

・新人職員指導の基礎習得と、
先輩職員をサポートする

・主導的に業務を遂行できる知
識や理論の習得

・外部とのネットワーク構築と、
地域社会への貢献

・積極的に学び、成長しようとす
る姿勢を身につける

・業務の改善や工夫に積極的
に取り組む

・職員指導の中心的存在とな
り、後輩職員のモデルとなる

・経営の透明性確保と、情報開
示、提供の実施

・住民が主体となった活動に繋
げる活動の基礎の習得

・積極的な自己啓発と自己研鑚
・緊急対応、危機管理の基本を
身につける

　
　
　
　
　
分
　
野

A
 

組
織
力
を
高
め
る

【対象】　社会福祉協議会職員等

　
到
達
目
標

組
織
力
強
化

リ
フ
レ

ッ
シ

ュ

倫
理

C
 

人
間
力
を
高
め
る

B
　
専
門
技
術
力
を
身
に
付
け
る

職
　
種
　
別

財
務
・
経
理

対
人
関
係

84  市町社協トップセミナー 83市町社協新任職員研修 

85 市町社協総務・会計実務担当者研修（基礎編） 

86  市町社協総務・会計実務担当者研修（応用編） 

88  地域福祉コーディネーター＜CSW＞養成研修 

87  社協＜CW＞職員研修 

89・90  ボランティアコーディネーター研修（基礎編）（応用編） 

93  社協災害ボランティア本部運営研修 

92  市町社協新任事務局長研修 

95  生活福祉資金新任担当者研修 

91  管理職員（事務局長）コンプライアンス研修 

94 災害時要援護者支援研修 

3,4,5  中堅職員研修 

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（再掲） 

6,7 指導的職員研修 

Ⅰ・Ⅱ（再掲） 

8,9 施設長管理 運営職員

研修Ⅰ・Ⅱ（再掲） 
12 中堅職員のための組織性   

向上講座（再掲） 

74,75権利擁護・成年後見セミナー（高齢者編）（障がい者編） （再掲） 

73 コンプライアンス講座 （再掲） 

76  傾聴講座 （再掲） 

81 介護職のための腰痛予防・改善＆リラクセーション実技講座 （再掲） 

82  ストレスマネジメント講座 （再掲） 

77、78 コミュニケーション技法講座（基礎編・応用編） （再掲） 

79   接遇・マナー講座（基礎編） （再掲） 

96  生活福祉資金担当者研修 

97  日常生活自立支援事業 新任専門員研修会 

1,2 新任職員研修Ⅰ．Ⅱ 

（再掲） 

98 日常生活自立支援事業 現任専門員研修会 

99 日常生活自立支援事業 生活支援員新任研修会 

100 日常生活支援事業 生活支援員現任研修会 

101 日常生活自立支援セミナー 

80   接遇・マナー講座 （指導者養成編）（再掲） 
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【対象】　福祉に関心のある県民、民生委員・児童委員、専門職等

D
 

地
域
福
祉
を
支
え
る
力
を
身
に
付
け
る

102 小地域福祉活動育成支援研修会 

103 地域におけるセーフティネット推進セミナー 

108  福祉職場体験 

109 福祉の就職支援セミナー 

104 法定地区民児協会長研修会 

105  主任児童委員研修会 

106  地域福祉活動研修会 

107  相談技法研修会 

到達目標 

到達目標 

到達目標 

・地域住民として、地域福祉活動を活性化させ、推進していける核となる。 

・地域の生活課題解決のために、地域全体が協働して、共生のまちづく

りを展開していくために必要な知識、方法を習得する。 

・民生委員・児童委員に求められる基本的視点、態度、知識、技術

を身に付ける。 

・民生委員・児童委員で構成する組織での役職に応じて求められ

る役割を理解し、活動を活性化する。 

・福祉職場の現状を正しく理解し、関心を高める。 

・就職に必要なスキルを獲得し、福祉の仕事への就職を果たす。 
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１，２ 新任職員研修Ⅰ・Ⅱ
３，４，５ 中堅職員研修Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
６，７ 指導的職員研修Ⅰ・Ⅱ
８，９ 施設長等運営管理職員研修Ⅰ・Ⅱ
１０ はじめての介護・看護リーダーのための指導力養成講座（中級編）【新規】
１１ 相談員のための支援力アップ講座【新規】
１２ 中堅職員のための組織性向上講座
１３ 施設職員のための多職種連携講座
１４ 新人職員指導術講座【新規】
１５ 効果の上がるＯＪＴ実践講座【新規】

１６ ※社会福祉法人経営戦略セミナー（県社会福祉施設経営者協議会）
１７ ※社会福祉法人経営セミナー（県社会福祉施設経営者協議会）
１８ 社会福祉法人監事監査研修会
１９ 社会福祉施設運営管理研修会
２０ 新設法人・施設等運営管理研修会
２１ 人事・労務管理研修会 
２２ 福祉・介護人材確保実践セミナー

２３ 社会福祉法人新会計基準経理研修会
２４ 社会福祉法人簿記入門講座
２５ 社会福祉法人・施設事務職員経理基礎講座
２６ 社会福祉法人・施設事務職員経理応用講座
２７ 社会福祉法人財務管理(経営分析)講座
２８ 社会福祉法人税務実務講座(消費税等）
２９ 社会福祉法人決算実務講座（現会計基準）
３０ 社会福祉法人決算実務講座（新会計基準）

３１ 介護技術基礎講座
３２ リハビリテーション講座

３３，３４ 感染症講座（初級編・中級編）
３５ 口腔ケア講座
３６ フットケア講座
３７ 介護職のための薬の知識講座
３８ 急変を見逃さないための救急講座
３９ ターミナルケア入門講座【新規】
４０ 社会福祉ミニセミナー

４１ 認知症高齢者支援講座
４２ 認知症介護予防講座
４３ 認知症の人のためのケアマネジメント講座
４４ 対人援助としての回想法実践講座
４５ 認知症介護実践者研修　
４６ 認知症介護実践リーダー研修　
４７ ☆認知症対応型サービス事業管理者研修
４８ ☆小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修
４９ ☆認知症対応型サービス事業開設者研修

５０，５１ 介護記録の書き方講座（入所編）（通所・訪問編）
５２ リスクマネジメント講座
５３ 高齢者の転倒予防講座
５４ 身体拘束廃止実践講座
５５ 福祉サービス苦情解決研修会

５６，５７ 広報担当者研修会（基礎編)（応用編【新規】)
５８ 栄養士・調理員研修（高齢者編）
５９ 栄養士・調理員研修（保育所編）
６０ 看護師研修
６１ ※ホームヘルパー全体研修（県ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ連絡協議会）
６２，６３ ※ホームヘルパー一般研修①② （県ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ連絡協議会）
６４ ※ホームヘルパー管理者研修（県ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ連絡協議会）
６５，６６ ※サービス提供責任者研修①②（県ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ連絡協議会）
６７ ※ホームヘルパー連絡協議会研修会（県ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ連絡協議会）
６８，６９，７０ ※心身障がい児療育指導者講習①②③(県肢体不自由児協会)
７１ 主任保育士研修会（県保育士会と共催）
７２ 保育所施設長研修（県保育所連合会と共催）

７３ コンプライアンス講座
７４，７５ 権利擁護・成年後見セミナー（基礎編・応用編）

７６ 傾聴講座
７７，７８ コミュニケーション技法講座(基礎編・応用編）
７９，８０ 接遇マナー講座（基礎編）（指導者養成編【新規】）

８１ 介護職のための腰痛予防・改善＆リラクセーション実技講座
８２ ストレスマネジメント講座

【社会福祉施設・介護保険事業所等に勤務する者対象】

平成２４年度 静岡県社会福祉協議会 研修全体図（計画）

利用者の日常生活支援
と医学的健康管理 

Ａ
組

織

力

を

高

め

る

 

Ｃ
人
間
力
を
高
め
る
 

Ｂ

専

門

技

術

力

を

身

に

付

け

る

 

財務・経理 

基礎的介護技術 

認知症ケア 

職種別 

リスク防止 

倫 理 

対人関係 

リフレッシュ 

運営・労務・人事 

組織力強化 

 　１２



８３ 市町社協新任職員研修

８４ 市町社協トップセミナー

１，２ 新任職員研修Ⅰ・Ⅱ  （再掲）

３，４，５ 中堅職員研修Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ  （再掲）

６，７ 指導的職員研修Ⅰ・Ⅱ  （再掲）

８，９ 施設長等運営管理職員研修Ⅰ・Ⅱ  （再掲）

１２ 中堅職員のための組織性向上講座  （再掲）

８５ 市町社協総務・会計実務担当者研修（基礎編）

８６ 市町社協総務・会計実務担当者研修（応用編）

８７ 社協＜CW＞職員研修

８８ 地域福祉コーディネーター＜CSW＞養成研修

８９，９０ ボランティアコ―ディネ―ター　研修（基礎編）（応用編）

９１ 管理職員（事務局長）コンプライアンス研修

９２ 市町社協新任事務局長研修

９３ 社協災害ボランティア本部運営研修

９４ 災害時要援護者支援研修

９５ 生活福祉資金新任担当者研修

９６ 生活福祉資金担当者研修

９７ 日常生活自立支援事業　新任専門員研修会

９８ 日常生活自立支援事業　現任専門員研修会

９９ 日常生活自立支援事業　生活支援員新任研修会

１００ 日常生活自立支援事業　生活支援員現任研修会

１０１ 日常生活自立支援セミナー

７３，７４ コンプライアンス講座  （再掲）

７４，７５ 権利擁護・成年後見セミナー（基礎編）（応用編）  （再掲）

７６ 傾聴講座  （再掲）

７７，７８ コミュニケーション技法講座(基礎編・応用編）  （再掲）

７９，８０ 接遇・マナー講座 （基礎編）（指導者養成編）【新規】 （再掲）

８１ 介護職のための腰痛予防・改善＆リラクセーション実技講座  （再掲）

８２ ストレスマネジメント講座  （再掲）

１０２ 小地域福祉活動育成支援研修会

１０３ 地域におけるセーフティネット推進セミナー

１０４ ※法定地区民児協会長研修会（県民生委員児童委員協議会）

１０５ ※主任児童委員研修会（県民生委員児童委員協議会）

１０６ ※地域福祉活動研修会（県民生委員児童委員協議会）

１０７ ※相談技法研修会（県民生委員児童委員協議会）

１０８ 福祉職場体験

１０９ 福祉の就職支援セミナー

※印は県社協の団体受託研修

☆印は行政からの受託研修のため、内容変更することがあります

【福祉に関心のある県民・民生委員、児童委員・専門職等対象】

【社会福祉協議会職員等対象】

Ａ
組
織
力
を
高
め
る
 

C
人
間
力
を
高
め
る
 

D
地
域
福
祉
を
支
え
る
力
を
身
に
付
け
る
 

B
専
門
技
術
力
を
身
に
付
け
る
 

 組織力強化 

財務・経理 

職種別 

倫 理 

対人関係 

リフレッシュ 
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平成２４年度 静岡県社会福祉協議会実施研修一覧表（計画）
【単位：人､円（　）内は県社協会員料金】

番号 研修名 定員
実施日

（予定月）
予定会場 対象 内容

（会員）
予定受
講料

担
当
課

新任職員研修Ⅰ
　　　　　　(中部①）

54
4/25
～26

県総合福祉会館
（シズウェル）

　　〃     （中部②） 54
5/14
～15

県総合福祉会館
（シズウェル）

　　〃　　（中部③） 54
8/28
～29

県総合福祉会館
（シズウェル）

　　〃　　（中部④） 54
10/11
～12

県総合福祉会館
（シズウェル）

　　〃　　（中部⑤） 54
11/8
～9

県総合福祉会館
（シズウェル）

　　〃     （東部） 54
6/20
～21

三島商工会議所

　　〃     （西部） 54
7/26
～27

浜松市福祉交流
センター

新任職員研修Ⅱ① 54
9/5
～6

県総合福祉会館
（シズウェル）

　　　〃　       　② 54
１/23
～24

静岡市

中堅職員研修Ⅰ（東部） 54
7/18
～19

三島商工会議所

　　　〃　　（中部） 54
7/5
～6

県総合福祉会館
（シズウェル）

　　　〃　　（西部） 54
8/23
～24

浜松市福祉交流
センター

4 中堅職員研修Ⅱ 54
12/12
～13

県総合福祉会館
（シズウェル）

中堅職員研修Ⅰを受講
した者

・演習「職場の問題解決」
・演習「創意工夫と企画提案」ほか

テキスト
代等

5 中堅職員研修Ⅲ 54
2/6
～7

県総合福祉会館
（シズウェル）

中堅職員研修Ⅰ・Ⅱを
受講した者

・演習「チームワークの促進」
・演習「職員指導・育成の基本」

テキスト
代等

指導的職員研修Ⅰ① 54
6/6
～7

県総合福祉会館
（シズウェル）

　　　〃　　② 54
8/2
～3

県総合福祉会館
（シズウェル）

7 指導的職員研修Ⅱ 54
12/4
～5

県総合福祉会館
（シズウェル）

指導的職員研修Ⅰを受
講した者

・演習「部門の問題解決・改善革新」
・演習「リーダーシップの基本」
・演習「職員指導・育成の展開」

テキスト
代等

8 施設長等運営管理職員研修Ⅰ 54
9/10
～11

県総合福祉会館
（シズウェル）

社会福祉施設等の施設
長等の管理的職員

・講義「福祉サービスの理念・動向と運営管理職
員への期待」
・演習「福祉サービスの実践Ⅳ」

テキスト
代等

9 施設長等運営管理職員研修Ⅱ 54
11/12
～13

県総合福祉会館
（シズウェル）

施設長等運営管理職員
研修Ⅰを受講した者

・演習「管理者の問題解決・課題形成」
・講義と演習「管理者としての自己革新」ほか

テキスト
代等

社会福祉施設等の新規
採用者及び経験年数２
年未満の者

2

1

3

6

新任職員研修Ⅰを受講
した者

社会福祉施設等の経験
年数が２年以上で係長・
主任等の役職にない者

社会福祉施設等におい
て主任・係長・事務長等
の役職にある者

テキスト
代等

テキスト
代等

テキスト
代等

・講義「福祉サービスの理念・動向と中堅職員へ
の期待」
・演習「福祉サービスの実践Ⅱ」
・演習「組織活動の自律的遂行」

・演習「コミュニケーションの基本」
・演習「組織活動の基本」
・講義と演習「自己啓発の基本」

テキスト
代等

・講義「福祉サービスの理念・動向と指導的職員
への期待」
・演習「福祉サービスの実践Ⅲ」
・演習「部門組織活動の管理」

・講義「福祉サービスの理念・動向と新任職員へ
の期待」
・演習「福祉サービスの実践Ⅰ」
・演習「職場生活の基本動作」

研
修
課

14



平成２４年度 静岡県社会福祉協議会実施研修一覧表（計画）
【単位：人､円（　）内は県社協会員料金】

番号 研修名 定員
実施日

（予定月）
予定会場 対象 内容

（会員）
予定受
講料

担
当
課

11
相談員のための支援力アップ講座
【新規】 60 7/2

県総合福祉会館
（シズウェル）

社会福祉施設・介護保
険事業所に勤務する相
談員

生活相談員の役割と業務について正しい理解と
更なる支援力アップのための知識、技術の習得

(4,000)
6,000

中堅職員のための組織性向上講座① 70 9/4 三島商工会議所
社会福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

中堅職員に求められる組織人としての役割行動
や、モチベーション向上のための知識、技能の
習得

(4,000)
6,000

中堅職員のための組織性向上講座② 70 9/7
県総合福祉会館
（シズウェル）

13 施設職員のための多職種連携講座 60 2月 静岡市
介護保険施設及び特定
施設に勤務する看護
職、介護職の2人１組

施設内における各職種の役割を理解し、よりよ
いチームケアの実現に向けた知識を習得

１組で
(8,000)
12000

14 新人職員指導術講座　　　 【新規】 100 11/7
県総合福祉会館
（シズウェル）

社会福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

新人職員（新卒及び中途採用者）への教育や指
導に必要な心得、指導法を習得

(4,000)
6,000

15 効果の上がるOJT実践講座【新規】 70 10月 静岡市
社会福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

人材育成の基本とされるOJTを意識的、計画的
に進めるための考え方と手法の習得

(4,000)
6,000

16
社会福祉法人経営戦略セミナー
（県社会福祉施設経営者協議会）

100 2月 静岡市 社会福祉法人の役職員
社会福祉法人の健全な経営や施設経営の基盤
強化を図るための研修

(無料)
3,000

17
社会福祉法人経営セミナー
（県社会福祉施設経営者協議会）

150 2月 静岡市 社会福祉法人の役職員
社会福祉法人の今日的課題と各種制度改革へ
の対応について

(無料)
3,000

18 社会福祉法人監事監査研修会 600 4/20 グランシップ 社会福祉法人の監事・役職員

行政指導監査方針及び実態のある適正な監査
が実施されるための監事の役割と業務・会計監
査のポイントについて

(2,000)
5,000

19 社会福祉施設運営管理研修会 150 3月 静岡市 社会福祉法人の役職員
社会福祉法人の経営全般にわたる運営管理に
ついて学ぶ

(3,000)
5,000

20 新設法人・施設等運営管理研修会 20 2/27
県総合福祉会館
（シズウェル）

新設社会福祉法人、施
設の役職員等

法人設立の手続き、総合的な施設運営管理の
適正化を図るために必要な知識、情報の提供

テキスト代等

21 人事・労務管理研修会 150 11/16
県総合福祉会館
（シズウェル）

社会福祉施設役職員
社会福祉法人における人事、労務管理の具体
的な対策について

(3,000)
5,000

22 福祉・介護人材確保実践セミナー 300
11月～
12月

東部・中部・西部
静岡市　計4回

福祉・介護事業所経営
者

・戦略的な採用と定着促進事例等の説明
・事業所経営の改善の説明等

無料
人
材
課

23 社会福祉法人新会計基準経理研修会 各300
9/19
9/26

グランシップ
社会福祉法人の役職員
及び会計実務担当者

社会福祉法人新会計基準の経理実務に関する
知識・技術を習得するための講座

(3,000)
5,000

24 社会福祉法人簿記入門講座 180 6/26
県総合福祉会館
（シズウェル）

新人会計実務担当者
社会福祉法人会計の基礎的な会計処理の理解
と知識の習得。

(3,000)
5,000

25
社会福祉法人・施設事務職員
経理基礎講座

200
7/17
7/20

労政会館 会計実務担当者
社会福祉法人の会計処理の基礎的な理解と経
理実務に関する知識・技術を習得する為の講座

(6,000)
　10,000

26
社会福祉法人・施設事務職員
経理応用講座

250
8/3・8/8

8/9

　
労政会館

県総合福祉会館
（シズウェル）

会計実務担当者

社会福祉法人の会計処理の経理事務に関する
応用的な知識技術を習得する為の講座

※全２日間、１日目（8/3) は全員受講。2日目
（8/8　　8/9 )は半数づつ受講

(6,000)
10,000

介護・看護リーダーのための指導力養
成講座（中級編）【新規】

6/20
7/26
8/23
9/13
10/18
全5回

10

介護保険施設・事業所
に勤務して、概ね3年以
上でリーダーとして活動
している者

70
県総合福祉会館
（シズウェル）

12

介護保険施設の中間管理職・リーダーに必要な
指導力の習得

※これまでの「はじめて介護、看護リーダーのた
めの指導力養成講座」のステップアップ編

(27,000)
42,000

テキスト
代別途

研
修
課

経
営
支
援
課

経
営
支
援
課
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平成２４年度 静岡県社会福祉協議会実施研修一覧表（計画）
【単位：人､円（　）内は県社協会員料金】

番号 研修名 定員
実施日

（予定月）
予定会場 対象 内容

（会員）
予定受
講料

担
当
課

27
社会福祉法人財務管理（経営分析）講
座

250 12/10 グランシップ
社会福祉法人、社会福
祉施設の役職員

社会福祉法人会計における経営分析及び財務
管理についての理解と知識及び実務処理を学
ぶ

(3,000)
5,000

28
社会福祉法人税務実務講座
（消費税等）

180 10/16
県総合福祉会館
（シズウェル）

会計実務担当者
社会福祉法人会計における消費税処理の理解
と知識を学ぶ

(3,000)
5,000

29
社会福祉法人決算実務講座
（現会計基準）

180 1/11 グランシップ 会計実務担当者
現会計基準に係る社会福祉法人の決算実務の
理解と知識を学ぶ

(3,000)
5,000

30
社会福祉法人決算実務講座
（新会計基準）

180 2/13
県総合福祉会館
（シズウェル）

会計実務担当者
新会計基準に係る社会福祉法人の決算実務の
理解と知識を学ぶ

（3,000）
5,000

介護技術基礎講座① 36
7/12～
7/13

県総合福祉会館
（シズウェル）

　 　　　〃　　　　　　② 36
8/１5～
8/16

県総合福祉会館
（シズウェル）

32 リハビリテーション講座 70 11月 静岡市
老人福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
介護職等

介護保険事業所におけるリハビリテーションにつ
いての　知識・技術の習得

(4,000)
6,000

33 感染症講座(初級編） 150 6/12
県総合福祉会館
（シズウェル）

社会福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

利用者の健康維持のために必要な感染症につ
いての基本的知識の習得

(3,000)
5,000

34 感染症講座(中級編） 100 10/19
県総合福祉会館
（シズウェル）

社会福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

利用者の健康維持のために必要な感染症につ
いての実践的知識の習得

(3,000)
5,000

35 口腔ケア講座 100 10/2
県総合福祉会館
（シズウェル）

老人福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

口腔ケアに必要な知識・技術の習得
(3,000)
5,000

36 フットケア講座 60 10/31
県総合福祉会館
（シズウェル）

老人福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

高齢者への支援方法としてフットケアの知識・技
術の習得

(4,000)
6,000

37 介護職のための薬の知識講座 100 8/3 静岡市
社会福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

介護職に必要な薬の基礎的知識の習得
(3,000)
5,000

38 急変を見逃さないための救急講座 100 1月 静岡市
社会福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

利用者の容体の変化を見逃さずに対応するため
に必要な知識の習得

(4,000)
6,000

39 ターミナルケア入門講座　　【新規】 100 9/20
県総合福祉会館
（シズウェル）

社会福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

ターミナルケアの実際を理解し、終末期の対応
や遺族ケアの知識、技術を習得

(4,000)
6,000

40 社会福祉ミニセミナ－ 300
11月～

2月
静岡市

社会福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

最近の社会福祉の動向等、社会福祉従事者とし
て必要な基礎的知識の習得

(2,000)
3,000

認知症高齢者支援講座（東部） 90 6/6 三島商工会議所

　　　〃　　　(中部） 120 8/10
県総合福祉会館
（シズウェル）

　　　〃　　　(西部） 90 7/5
浜松市福祉
交流センター

42 認知症介護予防講座 150 6/1
県総合福祉会館
（シズウェル）

老人福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

・認知症に関する基礎講座
・脳活性化訓練について

(3,000)
5,000

43 認知症の人のためのケアマネジメント講座 60 2月 静岡市
老人福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

認知症高齢者への支援方法としてセンター方式
の知識・技術の習得

(4,000)
6,000

44
対人援助技術としての回想法実践講
座

100 8/21
県総合福祉会館
（シズウェル）

老人福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

・講義「回想法とは」「回想法の効果」
・実習「回想法の実際」

(3,000)
5,000

(10,000)
15,000

研
修
課

・講義「体の仕組みと働きの理解」
・実技「基礎介護技術のポイント」
※これまでの「介護技術基礎講座」の内容を充
実化し、2日間の日程で実施予定

(3,000)
5,000

・認知症高齢者の基本的介護の見方、考え方
・認知症高齢者への対応

老人福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

41

31
老人福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
介護職等

経
営
支
援
課
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平成２４年度 静岡県社会福祉協議会実施研修一覧表（計画）
【単位：人､円（　）内は県社協会員料金】

番号 研修名 定員
実施日

（予定月）
予定会場 対象 内容

（会員）
予定受
講料

担
当
課

45 認知症介護実践者研修 各80 6月～
三島市・富士市
静岡市・掛川市
浜松市

介護保険施設、事業所
等の経験年数が２年以
上の者

認知症高齢者介護の基本的理念、基本的知識
及び技術の習得

43,000

46 認知症介護実践リーダー研修 各30 10月～
静岡市
浜松市

高齢者介護実務経験5
年以上で、認知症介護
実践研修修了者

「認知症介護のあり方」「認知症介護のための組
織論」「認知症介護の実践技法」「人材育成のた
めの技法」

80,000

認知症対応型サービス事業管理者研
修（東部）

70 11月～ 三島市

　　　〃　　　　（中部） 70 11月～ 静岡市

　　　〃　　　　（西部） 70 11月～ 浜松市

48
小規模多機能型サービス等計画作成
担当者研修

各35 11月～ 県内2ヵ所

小規模多機能型居宅介
護事業所の計画作成担
当者であって認知症介
護実践研修修了者

居宅介護計画・居宅介護支援計画を作成するう
えで必要な「基準の正しい知識」「適切なサービ
スの提供」「利用計画作成演習」の知識・技術の
習得

3,000

49
認知症対応型サービス事業開設者研
修

30 10月 静岡市

小規模多機能型居宅介
護事業所・認知症高齢
者共同生活介護事業所
の代表者

・「認知症高齢者の基本的な理解」「認知症高齢
者ケアのあり方」「適切なサービスのあり方」
・講義と職場体験

3,000

50 介護記録の書き方講座（入所編） 60 6/28
県総合福祉会館
（シズウェル）

入所の老人福祉施設・
介護保険事業所等に勤
務する者

介護職に必要な介護記録の書き方の基礎的知
識の習得

(4,000)
6,000

51
介護記録の書き方講座
（通所・訪問編）

60 9/24
県総合福祉会館
（シズウェル）

通所・訪問介護事業所
に勤務する者

介護職に必要な介護記録の書き方の基礎的知
識の習得

(4,000)
6,000

リスクマネジメント講座① 100 11月 西部地区

リスクマネジメント講座② 100 １月 静岡市

リスクマネジメント講座③ 100 2月 東部地区

53 高齢者の転倒予防講座 70 1月 静岡市
老人福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

高齢者の転倒予防について、必要な知識・技能
の習得

(4,000)
6,000

54 身体拘束廃止実践講座 70 1月 静岡市
老人福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

福祉・介護サービス従事者として、高齢者の権利
擁護の観点から身体拘束を廃止するための実
践的な技術の習得。
※これまでの「身体拘束廃止講座」をより実践的
な
内容にリニューアルして実施。

(4,000)
6,000

55
福祉サービス苦情解決研修会
（県内3ヶ所×2回）

各80 7月～12月
東・中・西部地区
第三者委員・苦情解決
責任者･苦情受付担当
者等

苦情解決の意義についての講義とグループワー
ク

有料

56 広報担当者研修会（基礎編） 80 5/24
県総合福祉会館
（シズウェル）

社会福祉事業所の広報
紙担当者

広報紙の作成に必要な基本的な知識、技術の
習得

(4,000)
6,000

57 広報担当者研修会（応用編）【新規】 80 7月 静岡市
社会福祉事業所の広報
紙担当者

広報紙の内容を充実化するための専門技術の
習得

(4,000)
6,000

58 栄養士・調理員研修（高齢者編） 100 11月 静岡市
老人福祉施設、介護保
険事業所に勤務する栄
養士、調理員

栄養士、調理員に必要な知識・技術の習得
(3,000)
5,000

59 栄養士・調理員研修（保育所編） 100 12月 静岡市
保育所に勤務する栄養
士、調理員

栄養士、調理員に必要な知識・技術の習得
(3,000)
5,000

60 看護師研修 100 12月 静岡市
社会福祉施設等に勤務
する看護師

社会福祉施設等に勤務する看護師に必要な知
識・技術の習得

(3,000)
5,000

企
画
情
報
課

研
修
課

3,000

(4,000)
6,000

施設・事業所の危機管理・安全管理に必要な知
識・技術の習得

老人福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

52

・「管理運営に必要な指定基準等の正しい理解」
「職員の労務管理」「適切なサービス提供のあり
方」

47

認知症対応型通所介護
事業所・小規模多機能
型居宅介護事業所・認
知症高齢者共同生活介
護事業所の管理者

研
修
課
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平成２４年度 静岡県社会福祉協議会実施研修一覧表（計画）
【単位：人､円（　）内は県社協会員料金】

番号 研修名 定員
実施日

（予定月）
予定会場 対象 内容

（会員）
予定受
講料

担
当
課

61
ホームヘルパー全体研修
（県ホームヘルパー連絡協議会）

200 6/21
県総合福祉会館
（シズウェル）

ヘルパー協会員 ホームヘルパーの役割について 無料

ホームヘルパー一般研修①
（県ホームヘルパー連絡協議会）

80 10月 東部 おむつのより良い使用方法・各地区意見交換会 1,000

　　　〃　　② 80 10月 西部 おむつのより良い使用方法・各地区意見交換会 1,000

ホームヘルパー一般研修③
（県ホームヘルパー連絡協議会）

80 10月 中部 おむつのより良い使用方法・各地区意見交換会 1,000

　　　〃　　④ 80 2月 静岡市 介護福祉士受験対策講座（実技） 1,000

64
ホームヘルパー管理者研修
（県ホームヘルパー連絡協議会）

60 　1月 静岡市
ヘルパー協会員（訪問
介護事業所管理者及び
サービス提供責任者）

未定 1,000

サービス提供責任者研修①
（県ホームヘルパー連絡協議会）

80 8月 静岡市 医療の知識について 1,000

　　　〃　　② 80 9/12
県総合福祉会館
（シズウェル）

伝わる介護記録 1,000

サービス提供責任者研修③
（県ホームヘルパー連絡協議会）

80 11/9
県総合福祉会館
（シズウェル）

楽な介助方法 1,000

　　　④ 80 11/16
県総合福祉会館
（シズウェル）

ホームヘルパーのあるべき姿について 1,000

67
ホームヘルパー連絡協議会代表者研
修会　　　　　　（県ホームヘルパー連
絡協議会）

150 3月 静岡市
ヘルパー協会員
（事業所代表者）

未定 無料

心身障がい児療育指導者講習①－１
（県肢体不自由児協会）

30 6/22
県総合福祉会館
（シズウェル）

肢体不自由児の総論（入門講座） 3,000

　　〃　①－２ 30 6/23
静岡医療福祉
センター

訓練の基本（実技を含む） 3,000

心身障がい児療育指導者講習②－１
（県肢体不自由児協会）

30 7/27
県総合福祉会館
（シズウェル）

脳性麻痺の概論 3,000

　　〃　②－２ 30 7/28
静岡医療福祉
センター

脳性麻痺の訓練入門（実技を含む） 3,000

心身障がい児療育指導者講習③－１
（県肢体不自由児協会）

30 8/24
県総合福祉会館
（シズウェル）

脳性麻痺の各論 3,000

　　〃　③－２ 30 8/25
静岡医療福祉
センター

脳性麻痺の訓練（実技を含む） 3,000

71
主任保育士研修会
（県保育士会と共催）

260 1月 県内
保育所に勤務する主任
保育士

主任保育士に必要な知識・技術の習得
有料

宿泊代
等別途

72
保育所施設長研修
(県保育所連合会と共催)

300 1月 静岡市 保育所施設長
保育所情勢、今日的課題やタイムリーな話題
等、保育所の施設長として必要な知識・技能の
習得

資料代
等実費

73 コンプライアンス講座 60 5/10
県総合福祉会館
（シズウェル）

社会福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

福祉サービス事業従事者が最低限備えておくべ
き、コンプライアンスの基礎的知識・技能の習得

(4,000)
6,000

経
営
支
援
課

ヘルパー協会員

66

63

ヘルパー協会員
（サービス提供責任者）

65

肢体不自由児の療育に
携わる特別支援学校・
社会福祉施設職員等

62 ヘルパー協会員

〃

ヘルパー協会員
（サービス提供責任者）

70 〃

69

68

研
修
課
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平成２４年度 静岡県社会福祉協議会実施研修一覧表（計画）
【単位：人､円（　）内は県社協会員料金】

番号 研修名 定員
実施日

（予定月）
予定会場 対象 内容

（会員）
予定受
講料

担
当
課

74
権利擁護･成年後見セミナー
（基礎編）

80 8/22
県総合福祉会館
（シズウェル）

社会福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

認知症高齢者や知的障がい者を支援する介護
職として必要な権利擁護・成年後見の基礎的知
識･技能の習得。
※これまでの「権利擁護・成年後見セミナー」と
　　同じ内容

(3,000)
5,000

75
権利擁護･成年後見セミナー
（応用編）

60 9/12
県総合福祉会館
（シズウェル）

社会福祉施設等に勤務
する者

認知症高齢者や知的障がい者を支援する介護
職として必要な権利擁護・成年後見の実践的知
識･技能の習得。

※これまでの「権利擁護・成年後見セミナー」を
　発展させた内容

(3,000)
5,000

76 傾聴講座 60 7/20
県総合福祉会館
（シズウェル）

社会福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

福祉職の対人援助に必要な傾聴・面接のスキル
の習得

(4,000)
6,000

77 コミュニケーション技法講座（基礎編） 各60 10月 静岡市２ヵ所
社会福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する

者

社会福祉事業従事者を対象としたコミュニケー
ション技法の習得

(8,000)
12,000

78 　　　　　〃　　　　　　　　　　　（応用編） 60 1月 静岡市
社会福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する

者

社会福祉事業従事者を対象としたコミュニケー
ション技法の習得

(4,000)
6,000

接遇・マナー講座（基礎編）（東部） 60 6/11 三島商工会議所
(4,000)
6,000

　　　　　〃　　　　　　　　　　　（中部） 60 6/8
県総合福祉会館
（シズウェル）

　　　　　〃　　　　　　　　　　　（西部） 60 5/21
浜松市福祉
交流センター

80
接遇・マナー講座（指導者養成編）
　　　　　　　　　　　　　　　【新規】

60 10/25
県総合福祉会館
（シズウェル）

社会福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

福祉、介護サービスの基礎である接遇・マナー
の向上に組織的に取り組むための考え方と手法
の習得

(4,000)
6,000

81
介護職のための腰痛予防・改善＆リラ
クセーション実技講座

70 7/19 もくせい会館
老人福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

介護職の負担軽減のため腰痛予防・リラクセー
ションについての知識・技術習得

(4,000)
6,000

82 ストレスマネジメント講座 70 11/28
県総合福祉会館
（シズウェル）

社会福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者

福祉職に必要なストレスケアのための知識・技
術の習得

(4,000)
6,000

83 市町社協新任職員研修 50 5月・11月 静岡市
当該年度採用職員及び
未受講の者

社協職員としての心構え、福祉サービスの実
践、組織活動に必要な知識

無料

84 市町社協トップセミナー 80 1月 静岡市 会長・役員・事務局長等 環境変化下の社協経営と管理者の役割 無料

85
市町社協総務・会計実務担当者研修
(基礎編）

50 9月 静岡市 総務・会計担当者 人事管理、会計実務処理等 無料

86
市町社協総務・会計実務担当者研修
（応用編）

50 2月 静岡市 総務・会計担当者 人事管理、会計実務処理等 無料

87 社協＜CW＞職員研修 40
7月～
2月

静岡市 地域福祉関係職員
地域福祉活動の中核を担う社協コミュニティワー
カー等の資質向上を図る

無料

88 地域福祉コーディネーター＜CSW＞養成研修 60 7月 静岡市
地域福祉関係職員、地
域包括支援センター関
係職員

具体的な事例を通して、コミュニティソーシャル
ワーク技法を講義と演習形式により習得する
※継続研修を8月及び３月に開催

15,000

89
ボランティアコーディネーター研修
（基礎編）

50 6月 静岡市
市町社協ボランティア
コーディネーター各施設
職員等

ボランティアコーディネーターとして必要な知識と
技術の習得を図る（主に新任を対象）

無料

90
ボランティアコーディネーター研修
（応用編）

50 6月 静岡市
市町社協ボランティア
コーディネーター各施設
職員等

基礎編を受講した人を対象にボランティアコー
ディネート技術のスキルアップを図る

無料

91
管理職員（事務局長）コンプライアンス
研修

50 9月 静岡市 市町社協管理職員
組織運営に必要なコンプライアンス（法令順守)
についての習得を図る

無料

社会福祉事業従事者に求められる接遇・マナー
の習得

※これまでの「接遇・マナー講座」と同じ内容

地
域
づ
く
り
課

研
修
課

79
社会福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する
者
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平成２４年度 静岡県社会福祉協議会実施研修一覧表（計画）
【単位：人､円（　）内は県社協会員料金】

番号 研修名 定員
実施日

（予定月）
予定会場 対象 内容

（会員）
予定受
講料

担
当
課

92 市町社協新任事務局長研修 10 4/24
県総合福祉会館
（シズウェル）

市町社協新任事務局長
社協組織の特性、基本理念、法的な位置付け
（設立経過）等

無料

93 社協災害ボランティア本部運営研修 50 7月 静岡市
市町社協ボランティア
コーディネーター各施設
職員等

災害ボランティア本部運営に関する講義と演習 無料

94 災害時要援護者支援研修 300 12月 静岡市
社協、グループホーム、
住民参加型福祉サービ
ス団体等

地域における災害時要援護者の避難支援体制
づくりに関する講演とパネルデスカッション

無料

95 生活福祉資金新任担当者研修 50 5月 静岡市 社協職員 制度説明・事務取扱い 無料

96 生活福祉資金担当者研修会 50 9月 静岡市 社協職員 低所得世帯等の自立支援について 無料

97
日常生活支援自立事業
新任専門員研修会

50 5月 静岡市 市町社協新任専門員
専門員としての心構え、専門員としての知識、相
談援助技法の習得

無料

98
日常生活自立支援事業
現任専門員研修会

各50 9月 静岡市　他 市町社協現任専門員 専門員としての資質向上を図る 無料

99
日常生活自立支援事業
生活支援員新任研修会

各20 6月・3月 静岡市
市町社協新任生活支援
員

日常生活自立支援事業の業務について 無料

100
日常生活自立支援事業
生活支援員現任研修会

250 11月 静岡市　他
市町社協現任生活支援
員

日常生活自立支援事業における相談援助技法
について

無料

101 日常生活自立支援セミナー 100 10月 静岡市
社協・行政・地域包括支
援センター職員等

日常生活自立支援事業の専門職・関係機関との
連携等について協議する

無料

102 小地域福祉活動育成支援研修会 50 6月～7月 県内 地域福祉関係職員
小地域福祉活動者養成のための方法について
学ぶ

無料

103
地域におけるセーフティネット推進セミ
ナー

150 １１月 静岡市

社協・社会福祉法人・地
域包括支援センター・Ｎ
ＰＯ・民生委員・児童委
員・行政職員等

地域社会が抱える様〄な福祉課題を明らかに
し、地域における支援のあり方を考える

無料

104
法定地区民児協会長研修会
(県民生委員児童委員協議会）

170 9月 県西部地区
県民児協会員（法定地
区民児協会長）

法定地区会長に求められる役割 無料

105
主任児童委員研修会
（県民生委員児童委員協議会）

160 １月 静岡市
県民児協会員（主任児
童委員）

講演・行政説明 無料

106
地域福祉活動研修会
（県民生委員児童委員協議会）

160 11月 静岡市 県民児協会員 地域福祉推進役としての役割 無料

107
相談技法研修会
（県民生委員児童委員協議会）

140 7月 静岡市 県民児協会員 個別援助活動を進めるための手法 無料

108 福祉職場体験 200
4月～
2月

県内 福祉職に関心のある方 福祉施設体験 無料

109 福祉の就職支援セミナー 100 9月 静岡市
福祉職場に就労を希望
する方、関心のある方

・福祉職の大切さと魅力、就職活動の心得につ
いて
・求職登録相談コーナー

無料

人
材
課

生
活
支
援
課

地
域
づ
く
り
課

地
域
づ
く
り
課
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１　研修計画利用上のお願い

（１）

（2）

（３）

（４）

２　お問い合わせ先

※

（１） 企画情報課 ０５４－２５４－５２３７

（２） 地域づくり課 ０５４－２５４－５２２４

（３） 生活支援課 ０５４－２５４－５２４４

（４） 経営支援課 ０５４－２５４－５２３１

（５） 研修課 ０５４－２７１－２１７４

（６） 人材課 ０５４－２７１－２１１０

研修ごとに担当課が異なります。お問い合わせの際は、４ページ以降の研修一覧表（計画）の
最右欄の担当課を御確認ください。

講師や会場手配の都合等で研修実施時期・実施会場等を変更する場合があります。下記
２のお問い合わせ先の担当課まで御参照下さい。

各研修の詳細な内容及び申込方法等は、研修実施の１～２ヶ月前までに、担当課から関
係者に通知いたします。開催要項の送付がなく、受講希望がある場合は個別に各課で御
案内させていただきますので、お気軽にお電話等で下記２のお問い合わせ先に御参照くだ
さい。

受講申込者が定員を上回った場合は、抽選により受講者を決定させていただく場合もござ

いますので、あらかじめ御承知ください。

受講料欄の（　　）書は、研修受講者又は研修受講者所属の事業所が、静岡県社会福祉

協議会の会員である場合の料金です。

※静岡県社会福祉協議会の会員加入方法等については、企画情報課にお問い合わせく

ださい。
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E-mail : kenshu@shizuoka-wel.jp
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